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保 安 組 織
低温セソターにおけるヘ リウムの液化は、高圧 ガス保安法の定める高庄ガス製造 に該当 しま
す。 このため、同法により保安組織を設けることが義務付け られていまナ。平成12年10月1日
現在の保安組織は次の通 りです。
保 安 総 括 者
〃 代 理
保安管理技術者
〃 代理
保 安 係 員
〃 代理
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※本学では、キャソパスが2箇所に分れている等の理由により、保安統括者の権限が緯長
から工学研究科長と理学研究科長へ委任されています。
編集後記
今号の2編 の研究 ノー トに共通す るキー ワー ドは、磁性半導体 です。磁性半導体は、制御 さ
れたスピソと電流を利用する磁気 エレクトロニ クス素子と しての応用をめ ざして、実験 ・理論
の両面か ら盛んに調べ られています。読者 の皆 さんの関心 も高い もの と思います。最近の理論
的 な研究の中から、磁性の起源についての考察を赤井先生に、そ して新磁性の発現の可能性 を
吉 田先生に紹介 していただ きました。いずれもユニー クな研究であ り、実験 的な研究の発展と
ともにさらに進展 してい くのだろ うと感 じま した。
今号にはまた、基礎工学部でおこなわれているユニークな実験デモのひとつが紹介 されてい
ます。比較的簡単に?で きる実験 のなかに、最新 の研究につながる基礎がふ くまれているのが
特徴だと思います。研究で も実験で も、それをやるのは興味があっての ことで しょう。今回紹
介 したような低学年向けの実験デモは、実験 ・研究のおもしろさを知 ってもらうのにとても有
効ではないで しょうか。 これか らもユニー クな実験デモが紹介で きれば と思います。
(大野 裕)
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表紙説明:マ ンガン電子が強磁性的(上側)と反響磁性的(下側)に秩序 した場合の電子の局所状態密
度の模式図。(本文p.7参照)
